
～太鹿村から2020年9日の報告～

村内いたるところで不通が生じた 202
0年梅雨の大雨。リエアの本坑工事現場の

釜沢では地盤沈下や地滑りで数日間孤立、

伊那山地 トンネルの坑日から数キロ先の青

木川上流の 3世帯も一時孤立した。過去に

集落の中心地にある大西山が崩壊し死者 4

2名 の被害がでた 1961年 (昭和 36年 )

の梅雨前線豪雨、通称 36災 (さ んろくさ

い)の降雨量を越えていたというからこの

程度で済んで良かった、と言うのが正直な

感想だ。

この梅雨の大雨の影響でリニアエ事は復

旧工事を余儀なくされている。本坑を含め

た坑口2つの建設が予定されている村最遠

集落の釜沢の除山 (のぞきやま)坑 口では

ヤー ドの一部が流され復旧までに半年かか

るという。付近の村道の地滑りは施工方法

がまだ決まらないの

か地質調査中で未舗

装.下流の村に続く

ダム沿いの道の河川

敷に敷設された迂回

ルー トは流失したま

まだ。

この間、静岡県の

リニア計画に対する

姿勢が報道され「2 上蔵ヤード前の崩壊

g

前島久美

027年開業」は難しいということが全国

的に顕在化したが、それがなくても遅延は

必至な状態であることは着工した当初から

「リエアの村」では言われて来た事だ。だ

から無理して工事を進めることもないと思

うが主に稼働している村内のリエア関連工

事は、県道の拡幅工事と残土運搬の為のト

ンネルを作るため釜沢に向かって掘り進め

られている小渋川坑口 (上蔵)、 それから豊

丘村へと掘り進められる伊那山地 トンネル

坑口 (青木)と いうことになる。

小渋川坑日からの排出残土はリエア飯田

駅周辺の立ち退きの人たちに充てがわれた

住居の造成工事に運搬されているため、大

鹿村へ続くダム沿いの県道は最大 300台
(月 別平均)の残土運搬車両が通行してい

る。ピーク時で約 1700台 と言われてい

るからまだまだ「序

の口」なのだろう。

しかし、すでに村

の風景は大きく変わ

ってしまった。車両

台数が多い国道沿い

の民家には防音壁が

建てられ、大型車両

は中心地の川を挟ん

だ対岸を通行すると



いえど山に囲まれた秘境で目にする風景と

してはあまりに不釣 り合いだ。週末はそれ

らが村内に少なからず滞留する。実家の旅

館に 10年ぶりに訪れたというお客さんが

残していった文面には「細い道」と「山に

囲まれた素朴な風景」といった当時印象に

残った村の様子を記していたが、その結び

は「その時の印象は今は跡形もありません

ね」だった。

7月 13日、運用■始前の

逆回ルー ト視襲を実施

私はリニアエ事期間中、主に残土運車を

走らせる目的の迂回ルー トの土地を所有す

るものとして 」R東海と賃貸借契約を交し

ている。表向ぎは「集落の中心地をダンプ

走行がする事を回避する為のいわゆる環境

影響対策の一環として村が提案、住民の多

数に賛同を得た」としているが、その実情

は「村のためなのだから土地を差し出せ」

というような旧態然とした権利侵害を伴っ

た納得のいかない進め方だった。 2016
年から工事が始まリダンプ車両が次第に増

える中、なかば集落の住民を入質にとられ

たような状態での交渉は疲弊した。

2018年 からは弁護団を結成して交渉

したが JR東海に有利な現状は変わらず 2

019年 9月 の協定締結。それから約 10
ヶ月余り経った 7月 13日 、地権者と JR東

海が交した協定書に基づき運用開始前の迂

回ルー トの視察を実施した。参加者は東京

から弁護団 2名、地権者 2名、そして 「地

権者が必要と判断するもの」の枠で今回は

迂回ルー トと隣接する自治体関係者に要請

したところ、3自治体が参加の意向を示し

てくれた。

?

地権者 として

環境を守る事ができるのか

現在、」R東海と「3方向の幌がけ」の

約束違反を巡ってやり取りをしている。積

み荷の前方に隙間があって私が提示した目

的を達成できていないのだ。当地の迂回ル

ー トの走行台数はピーク時で 1080台 と

提示された。それに対し環境低減策として

台数の削減と操業時間の短縮を求めた。し

かし」R東海は「2027年 の開業日程に

支障がでる」として頑に断り続けた。私は、

不本意であったがその意見を尊重し最低限

の対策として完全密閉としての「三方向の

幌がけ」を提示し、 JR東海はそれを承知

した。しかし現状、積み荷の前方部分に生

じる隙間は未だ改善されていない。 8月 1

4日 」R東海からは以下のような Mailが

来た。

『どんな状態・天候においても、積み荷 (発

生土)を道路上に落とすことのないように

検討をしています。現在までの実績として

は、今の形状・仕様でも積み荷が落ちたこ

とはありませんが、さらに改善できるよう

追加の固定方法などを検討いたします』

そう思ってるんだったら実施して示して

ほしいが、いっこうに連絡が来ない。契約

書の第 6条 (契約の解除)にはオロ手方が本

契約の各条項が定める義務に違反した場合、

相手方に催告し、催告を受けてから30日

以内に義務が履行されなかった場合には、

本契約を解除することがある。

7月 20日 に指摘をしてからもう2ヶ 月

が経とうとしているのでこの条項を行使し

てもいいということか。

(20/09/19言己)


